
未来大の特徴的な場所を約�/��スケールで模型化しました。
プレゼンテーションベイ　アトリエ　情報ライブラリー　工房
デルタビスタ　講堂の�つを制作しました。

模型で見る未来大

制作過程

目標の達成度

反省点

今後の展望

成果物を制作する際の工夫点として、ARでモデル

を表示したときの視認性を重視し、色は白を基調

とし、内装は省略、大きさは当初の予定より大きく

��分の�に設定しました。

未来大の「こうなってほしい」という部分をARで表現しました。
模型上のQRコードを読み取り、模型の上にARを重ねて表示します。

模型に重ねるAR

見るだけじゃなく、体験できるという点です。これに

より、インタラクティブな展示を実現しました。また

「アトリエにスクリーンがほしい」などの学生の主

観的な意見を提案することで、未来大生の共感を

誘っています。

未来大に来てもらえば、未来大の魅力を知ってもらえるのでは？

達成したいこと

施設の使われ方が変化していた例↑

未来大全体を歩き回りながら、建築や歴史にまつわる
クイズを通して理解を深めてもらう

• 未来大の構造を知れる展示を行いたい

• ただ見るだけでなく、インタラクティブな展示にしたい

• 未来大�階にある建築模型から着想を得て、大きい模型を
作ったら面白いのでは

未来大の歴史については表現できなかったが、未来大の構造と、
空間をより素晴らしくする方法を表現できた

模型とARを活用することで、体験的に学んでもらい、触発を促す
ことができた

学内に置かせていただき、多くの人に未来大の
校舎の構造を知って、見てもらいたい

模型の今後

ARの今後

ARで表示した未来大生が感じる未来大の課題が
少しでも反映し改善されてほしい

何をしたいか」が明確ではなかったため、計画がぶれていった
→具体的なアイデアを固めるために、ブレインストーミングやKJ法などを活用すべきだった

決定を急ぎすぎて、調査不足のまま実現不可能なテーマ設定をしていた
→実現可能なことから考えていくべきだった

実現可能か？

未来大全体を数日貸し切り　大規模な企画運営
未来大全体の会場設営　学外の人を呼ぶための広報活動

�etc
実現可能か？

未来大全域を作るならスケールは必然的に小さくなる
ARで表示できる内容も小さくなる

ARマーカーを置く場所が確保できない

謎解きリアルイベントを未来大でやろう！ 未来大の模型とARを使った展示をしよう！
未来大全域の模型の上にARマーカーを置いて

施設の使われ方の変化を知ってもらう

未来大の特徴的な部分を模型化しよう！
約�/��スケールにし、色は白に統一することで見やすくする

FUNVRとFUN・tasyのモデルを参考に制作する

実現可能か？

施設の使われ方が大きく変化した場所はあまりない

これからどう変わっていくかを表現しよう！
未来大生が施設について「こうだったら良いのに」

と思うアイデアを募集し、ARで表現する

過去から現在の変化ではなく、
現在から未来の変化を表現する

FUN･tastic
未来大という空間の素晴らしさを支える様々な人工物とその歴史について 体験的に学んでもらう
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